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子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
元
気

に
な
る
よ
う
に
学
校
自
ら
教
育

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
個
性
と
能
力
が
一
層
引

き
出
せ
る
よ
う
に
、
少
人
数
指

導
の
充
実
や
学
習
指
導
に
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
評
議
員
会
の
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も

学
校
が
か
わ
る
！

学
校
が
か
わ
る
！

に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

自
校
の
状
況
、
考
え
方
な
ど
を

説
明
し
、
と
も
に
考
え
、
行
動

す
る
学
校
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
は
、

校
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
独
自
性
と
活
力
あ
ふ
れ

る
学
校
経
営
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。
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「「教教育育改改革革アアククシショョンンププラランン」」をを策策定定ししままししたた

４月から新しい学習指導要領による教育課程や学校週５日制の実施を控え、教育をめぐ

る環境は大きく変わろうとしています。

未来を担う子どもたちが、楽しく学び、思いやりの心とたくましく生きる力を育むこと

のできる教育の推進と区民一人ひとりの生涯にわたる学習、文化、スポーツ活動の推進

をめざして「教育改革アクションプラン」を策定しました。

この計画の概要をＱ＆Ａ式にまとめましたので、ご紹介いたします。

�教育委員会事務局庶務課または社会教育スポーツ課へ。問

　

区
内
の
交
通
の
不
便
解
消
の
た
め
ス

タ
ー
ト
し
た
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」
も
、

昨
年　

月
の
開
通
一
周
年
を
待
た
ず
、

１１

な
ん
と
五
〇
万
人
を
超
え
る
ご
利

用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
の
ご
愛
顧
と
沿
道
の
方
々
の
ご

協
力
、
警
察
を
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

阿
佐
ケ
谷
と
浜
田
山
を
結
ぶ

「
す
ぎ
丸
」
は
、
民
間
会
社
と
の

連
携
に
よ
り
、
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
区
か
ら
の
補
助
額
の
上
限
を
二
〇

〇
〇
万
円
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
補

助
額
は
一
日
一
二
〇
〇
人
の
利
用
者
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
利
用
者

が
ふ
え
れ
ば
、
区
か
ら
の
補
助
を
そ
の

分
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
一
日
一
八
〇

〇
人
に
な
る
と
補
助
額
を
ゼ
ロ
に
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
一
八
〇
〇
人
を
超
え
る

と
黒
字
と
な
り
、
黒
字
額
の
半
額
が
区

の
収
入
に
な
る
仕
組
み
で
す
。現
在
は
、

一
日
約
一
五
〇
〇
人
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
多
く

の
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ご
要
望
の
多
い
朝
夕
の
時
間
帯
で

の
延
長
を
４
月
１
日
か
ら
始
め
ま
す
。

現
在
の
午
前
８
時
〜
午
後
７
時
ま
で
の

運
行
時
間
を
、朝
の
浜
田
山
駅
発
は
、午

前
７
時　

分
か
ら
、
ま
た
両
駅
の
最
終

３０

は
、阿
佐
ケ
谷
駅
発
午
後
９
時
、浜
田
山

駅
発
午
後
８
時　

分
に
延
長
し
ま
す
。

３０

　

今
後
の
南
北
交
通
路
線
で
す
が
、
６

月
中
に
は
民
間
バ
ス
の
永
福
駅
・
松
ノ

木
路
線
が
、
高
円
寺
駅
ま
で
延
伸
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
定
時
運

行
を
保
つ
た
め
、踏
切
を
越
え
て
の「
す

ぎ
丸
」
の
運
行
が
で
き
な
か
っ
た
浜
田

山
駅
以
南
の
地
域
の
不
便
解
消
も
含

め
、今
後
調
査
と
検
討
に
は
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な

税
金
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
経
営
感
覚
を

持
っ
て
住
み
よ
い
杉
並
を
目
指
し
ま

す
。

南
北
バ
ス

杉
並
区
長

�
　

家
庭
は
人
間
形
成
の
基
本
を

培
う
場
で
す
。
ま
た
、
本
来
、

家
庭
教
育
は
保
護
者
自
身
の
自

律
と
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る

べ
き
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
核
家
族
化

や
地
域
社
会
で
の
孤
立
感
か

ら
、
子
育
て
に
対
す
る
自
信
を

喪
失
す
る
な
ど
家
庭
の
教
育
力

家
庭
を
豊
か
に
！

家
庭
を
豊
か
に
！

が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
族
の
豊
か
な
関

係
づ
く
り
に
向
け
、
親
子
や
保

護
者
を
対
象
に
し
た
学
習
機
会

や
情
報
の
提
供
、
子
育
て
相
談

の
充
実
な
ど
を
は
か
り
、
家
庭

で
の
教
育
力
向
上
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

�
　

区
民
が
地
域
の
中
で
生
き
生

き
と
学
び
、
活
動
し
、
互
い
に

尊
重
し
支
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
も
輝
き
ま
す
。

　

区
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

地
域
が
輝
く
！

地
域
が
輝
く
！

と
が
で
き
る
よ
う
応
援
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
学
ん
だ
成
果

を
学
校
や
地
域
で
十
分 
活 
か
す

い

こ
と
が
で
き
る
受
け
皿
を
つ
く

り
、
学
び
を
通
じ
て
い
き
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

�
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�
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Ｑ
＆
Ａ
２
面
へ
つ
づ
く

Ｑ
＆
Ａ
２
面
へ
つ
づ
く
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教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

★
学
校
の
魅
力
と
独
自
性
が
発
揮
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り

　

校
長
が
さ
ら
に
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
算
の
弾
力
的
な
運
用
や

人
事
に
関
す
る
校
長
の
意
見
を
さ
ら
に
尊
重
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
自
己
評
価
や
学
校
評
議
員
に
よ
る
外
部

評
価
の
結
果
を
学
校
か
ら
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
十

分
説
明
し
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互

い
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
学
校
の
魅
力
が
さ
ら
に
増
す
よ

う
な
学
校
経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
民
間
人
校
長
の
登
用
を

　

企
業
で
培
わ
れ
た
幅
広
い
社
会
体
験
、
組
織
運
営
の
発

想
を
学
校
内
に
新
た
に
取
り
入
れ
、
学
校
全
体
の
活
力
を

高
め
て
い
く
た
め
、
民
間
人
校
長
の
登
用
を
積
極
的
に
東

京
都
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

Q　

こ
れ
か
ら
の
学
校
経

営
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

★
地
域
の
力
を
学
校
に

　

授
業
の
時
間
や
部
活
動
な
ど
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
知

識
や
技
能
を
活
か
し
て
学
校
を
支
え
る
、
学
校
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
そ
の
際
、
学
校
と
地
域
の
掛
け

橋
と
な
る
個
人
や
団
体
を
試
行
的
に
配
置
し
、
事
業
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

Q　

開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
に
向
け
て
、
も
っ
と
教

育
活
動
に
参
画
し
た
い
の

で
す
が
？

★
学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応

　

子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
を
も
ち
、
家
庭
に
お
い
て
家
族
の
絆
を
深
め

る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
意
欲
に 
応 
え
る
た

こ
た

め
に
、
学
校
施
設
を
利
用
し
て
、
体
験
型
活
動
や
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
行
う
土
曜
日
学
校
を
保
護
者
の
方
々
や
学
校
の
意
見
を
も
と
に
開

設
し
ま
す
。

Ｑ　

４
月
か
ら
、
学
校
は
毎
週
土
曜
日

が
休
み
と
な
り
ま
す
が
、計
画
の
中
に
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
広
げ
る
支
援
策

は
あ
り
ま
す
か
？

★
理
解
を
深
め
る
学
習
を

　

現
在
、
各
学
校
で
は
、
朝
の
読
書
を
は
じ
め
と
し
た
始
業
前
学
習
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
基
礎
・
基
本
的
な
学
力
の
定
着
と
子
ど
も
た
ち
の

思
考
力
、
創
造
力
を
よ
り
伸
ば
し
て
い
く
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
学
習
意
欲

や
興
味
に
合
わ
せ
て
、
積
極
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

★
少
人
数
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
と
年
代
の
近
い
教
諭
免
許
状
所
有
者
を
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

補
助
教
員
と
し
て
杉
並
独
自
に
採
用
し
、若
い
教
師
と
の
ふ
れ
あ
い
と
、

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
に
よ
る
少
人
数
の
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

Ｑ　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
学
習
内

容
が
削
減
さ
れ
、
学
力
低
下
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

◇
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

　

昨
年　

月
に
素
案
を
公
表
し
、
区
民
の

１０

皆
さ
ん
や
関
係
団
体
か
ら
一
八
二
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
へ
の
反
映
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、

「
少
人
数
教
育
の
充
実
」「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」「
学
校
緑
化
・
諸
施
設
整
備
」

「
区
民
企
画
運
営
型
事
業
の
拡
充
」「
地
域

人
材
の
一
層
の
養
成
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

☆

　

計
画
の
詳
細
と
ご
意
見
を
ま
と
め
た
も

の
は
、
区
政
資
料
室
、
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
計
画

の
概
要
を
掲
載
し
た
教
育
報
臨
時
号
を
３

月
下
旬
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

�
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
ま
た
は

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

問

＆
Ｑ

Ａ

★
区
民
参
画
型
の
事
業
の
充
実

　

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
課
題
を
考
え
、
事
業
を
企

画
・
運
営
し
て
い
く
区
民
企
画
事
業
を
、
一
層
充
実
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
中
・
高
校
生
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
意
欲

を
高
め
る
中
・
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
制
度
を
始
め
ま
す
。

Q　
 
も
っ
と
、
区
民
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
ニ
ー
ズ
を 
活 い

か
し
た
学
習
の
機
会
を
設

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

★
新
た
な
家
庭
学
級
の
展
開

　

子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
、
親
と
子
が
直
面
す
る
問
題

に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
が
学
び
あ
う
、
語
ら
い
を
重
視

し
た
寺
子
屋
式
学
習
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
 
子
ど
も
に
対
す
る

し
つ
け
や
教
育
を
家
庭
で

ど
の
程
度
行
え
ば
い
い
の

か
、
相
談
し
合
う
仲
間
が

欲
し
い
で
す
。

★
絵
本
で
つ
な
ぐ
親
子
と
地
域

　

親
子
で
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」
を
始
め
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
絵
本
と
、
絵

本
の
選
び
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
が
入
っ
た
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
」
を
通
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
と
、
地
域
の
中
で
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

Q　
 
赤
ち
ゃ
ん
に
本
を

読
ん
で
聞
か
せ
る
の
は
と

て
も
よ
い
と
聞
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
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〈みんなの科学〉

３０日�２９日�２８日�２７日�３月２６日�時　　間内　　容

敵の目をくら
ます昆虫たち

おおむらさき
がとぶ日虫探し生命を

支える緑暖かくなる頃午前１０時２０分～
１０時５０分

映画
�２２０名定

２１世紀を迎えた宇宙と科学～アーサー・Ｃ・クラーク氏に聞く午前１１時～正午プラネタリウム
�１４０名定

まいごの
テントウムシ

池やぬまの
小さな生物

タンポポや
虫たちの一日

地球を救う
のは君たち

昆虫たちの
生きる闘い午後１時～１時３０分映画

�２２０名定

ろうそく
づくり楽器で遊ぼうゴムで動く車さとうの化

学マーブリングジュニア
コース午後

１時４０分～
３時

化学実験
�３０～４０名定 ブザーを

作ろう

金属を燃やす
～アルミと酸
化鉄の反応

スチロール
カッターを作
ろう

河原の石に
大地の生い
立ちを見る

酸素の働き
～でんぷんか
ら水あめ作り

チャレンジ
コース

２１世紀を迎えた宇宙と科学～アーサー・Ｃ・クラーク氏に聞く午後３時１５分～
４時１５分

プラネタリウム
�１４０名定

※プラネタリウムは、５歳以上が対象です。

　

科
学
実
験
教
室
を
行
い
ま

す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
の
ほ
か
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
と
科
学

映
画
の
上
映
も
あ
り
ま
す
。

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り 

�
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
（
清

水
３
―
３
―　

）
�
無
料 

１３

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
同

時

内

場

費

申

問

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
６
‐
４

３
９
１
�
�
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
先
着
順
（
科
学
実
験
は
午

後
０
時　

分
か
ら
整
理
券
を

５０

発
行
し
ま
す
）
�
一
〇
名
以

上
の
団
体
は
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
�
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
投
影
中
は
入
退
場
で
き

ま
せ
ん

他

�
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

春
休
み
一
般
公
開
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

み
ん
な
の
科
学
」

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込先

●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�性別

�電話番号

（１人１枚）

記

入

例

▲セントオラフ合奏団

�
文
化
交
流
協
会
の
催
し 

◇
た
つ
や  
せ
っ
し
ょ
ん

　

セ
シ
オ
ン
杉
並

ｉｎ
　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
活
躍
中
の

ベ
ー
シ
ス
ト
池
田
達
也
が
率
い

る
「
た
つ
や　

せ
っ
し
ょ
ん
」

が
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の

名
曲
を
お
届
け
し
ま
す

　

�
５
月　

日
�
午
後
６
時　

１８

３０

分
開
演
（
６
時
開
場
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
▽
出
演
＝
池
田
達
也
（
ベ
ー

ス
）、
光
田
健
一
（
ピ
ア
ノ
＆
ボ

ー
カ
ル
）、
村
石
雅
行
（
ド
ラ
ム

ス
）、
落
合
徹
也
（
バ
イ
オ
リ

ン
）、
山
本
公
樹
（
サ
ッ
ク
ス
）、

村
石
有
香
（
ボ
ー
カ
ル
）
�
全

席
指
定
三
〇
〇
〇
円
（
会
員
割

引
有
り
）

◇
ス
プ
リ
ン
グ
・
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
や
イ
ー

ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
曲
な
ど
、
ハ

ー
プ
や
歌
の
入
っ
た
ア
ン
サ
ン

時

場

内

費

ブ
ル
の
美
し
い
音
色
に
耳
を
傾

け
、
午
後
の
ひ
と
時
、
心
や
す

ら
ぐ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
お
過
ご

し
下
さ
い
。

　

�
４
月　

日
�
午
後
２
時
開

２０

演
（
１
時　

分
開
場
）
�
杉
並

３０

会
館
（
上
荻
３
―　

―
５
）
�

２９

二
五
〇
〇
円
（
会
員
割
引
有
）、

ケ
ー
キ
飲
物
付
�
▽
出
演
＝
セ

ン
ト
オ
ラ
フ
合
奏
団
▽
曲
目
＝

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
、
白
鳥
、
ジ

ュ
テ
ヴ
、
ノ
ク
タ
ー
ン
ほ
か

☆

▽
前
売
開
始
＝
３
月
１
日
�
午

後
１
時（
協
会
会
員
午
前　

時
・

１０

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
の
み

受
付
）
▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）

２９

＝
初
日
は
電
話
予
約
の
み
�
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所
内

店
＝
�
�
と
も
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
�
杉
並
公
会
堂
＝
月

休
館
・
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
�
各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝

開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８

時
�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
５
２
３

７
‐
９
９
９
９
＝
「
た
つ
や
せ

っ
し
ょ
ん
」
の
み
�
・
�
文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５
へ

�
　

教
員
資
格
を
も
つ
異
色
の
落

語
家
の
登
場
で
す
。

時

場

費

内
申

問

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

「
古
今
亭
菊
朗
」
勉
強
会

　

な
お
同
時
開
催
の
「
わ
び
・

さ
び
・
粋
講
座
」
に
も
共
通
入

場
で
き
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
開

１６

演
（
１
時　

分
開
場
）
�
杉
並

３０

会
館
（
上
荻
３
―　

―
５
）
�

２９

五
〇
〇
円
（
会
員
割
引
な
し
）

�
・
�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
（
先

着
順
）
へ
�
未
就
学
の
お
子
さ

ん
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

わ
い
わ
い
バ
ザ
ー

　

�
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１１

午
後
２
時
�
西
荻
あ
っ
と
ホ
ー

ム
（
西
荻
北
２
―　

―
２
西
島

１２

ビ
ル
二
階
）
�
日
用
品
・
雑
貨
・

衣
類
な
ど
の
販
売
�
ス
ラ
ッ
シ

ュ
（
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
）
�
５
３
９
７
‐

０
６
４
４
（
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時
）

す
ぎ
な
み
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

（
Ｆ
Ｃ
）
加
盟
に
よ
り
創
業
・

転
業
を
お
考
え
の
方
や
事
業
の

多
角
化
を
考
え
て
い
る
方
を
対

象
に
、
Ｆ
Ｃ
に
関
す
る
基
礎
知

識
の
指
導
と
Ｆ
Ｃ
主
宰
者
と
の

時

場

費

申

問

他

時

場
内

問

出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

�
３
月
９
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
�
産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
�

１９

六
〇
名
�
一
〇
〇
〇
円
�
・
�

経
済
勤
労
課
へ

�杉
並
で
く
ら
す
外
国
人
の

た
め
の
に
ほ
ん
ご
教
室

　

基
本
的
な
日
常
会
話
と
読
み

書
き
を
学
び
ま
す
。（
区
共
催
）

　

�
３
月　

日
〜
７
月　

日
の

２６

１２

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
（
４
月　
３０

日
、
５
月
３
日
は
除
く
）
午
後

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
計
三

３０

３０

〇
回
）
�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
�
二
〇
〇
〇

２２

３２

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

３
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１３

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１
�
面
接
日
＝
３
月

　

日
�
午
後
６
時　

分
か
ら
・

１９

３０

託
児
あ
り

�
講
演
会 

大
塚
康
生
さ
ん
、『
ル
パ

ン
三
世
』
を
語
る

　

貴
重
な「
パ
イ
ロ
ッ
ト
版（
企

画
宣
伝
用
）
フ
ィ
ル
ム
」
の
上

映
を
交
え
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
『
ル
パ
ン
三
世
』
最
初
の

シ
リ
ー
ズ
の
作
画
監
督
を
務
め

た
大
塚
康
生
さ
ん
が
、
当
時
の

製
作
の
裏
話
や
、
作
品
に
対
す

時

場

定

費

申

問

時

場

費

申

問

他

る
思
い
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２４

�
郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―　
２０

―
８
）
�
八
〇
名
�
一
〇
〇
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）
�
・

�
電
話
で
郷
土
博
物
館
�
３
３

１
７
‐
０
８
４
１
（
３
月
５
日

午
前
９
時
か
ら
受
付
・
先
着
順
）

へ命
を
守
っ
て
く
れ
る
行
政

と
は 

―
狂
牛
病
・
薬
害
事
件

か
ら
考
え
る
―

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

杉
並
公
会
堂
第
三
集
会
室
（
上

荻
１
―　

―　

）
�
衆
議
院
議

２３

１５

員
・
家
西
悟
�
四
八
名
�
無
料

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
Ｆ
の

会
・
河
村
�
５
９
３
２
‐
５
７

５
５

�
財
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー 

ペ
イ
オ
フ
と
資
産
運
用

　

株
式
・
外
貨
・
国
債
・
預
金

な
ど
の
活
用
法
を
学
び
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２３

４
時
�
勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井

４
―
３
―
２
）
�
中
央
労
働
金

庫
営
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
丸
橋

昭
彦
�
区
内
在
住
・
在
勤
の
勤

労
者
と
そ
の
家
族
�
八
〇
名

（
抽
選
）
�
無
料
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
に
職
業
、

勤
務
先
の
住
所
・
電
話
番
号
も

書
い
て
、
３
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉

協
会
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井

１６７

４
―
３
―
２
）
へ
�
同
協
会
�

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水
曜
・

日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

�
　

早
春
の
庭
を
観
察
し
、
好
き

時
場

定

費

申

問
時

場

師

定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申問

木
の
実
で 

ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

な
木
の
実
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
り
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
３
時　

分
�
リ
サ
イ
ク
ル

３０

ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
小
学
二
年
生

以
下
�
一
五
名
（
親
子
可
）
�

一
人
三
〇
〇
円（
材
料
費
込
み
）

�
往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１４

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

�
高
齢
者
の
た
め
の
公
開
講
座 

近
藤
富
枝
が
語
る 

源
氏
物
語
の
女
性
た
ち

　

光
源
氏
を
取
り
ま
く
、
王
朝

文
化
の
き
ら
び
や
か
な
女
性
た

ち
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。　
　

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２２

４
時
�
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

�
作
家
・
近
藤
富
枝
�
区
内
在

住
の　

歳
以
上
の
方
�
一
〇
〇

６０

名
（
抽
選
）
�
無
料
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
３

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
齢

１２
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

５
）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
１
‐
９
２
１
１

�
家
族
介
護
教
室 

〜
普
通
救
命
認
定
証
を

取
得
し
よ
う
〜

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

５
時
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

�
杉
並
消
防
署
員
�
一
五
名
�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
希
望
者
は 

一
〇
〇
〇
円
）
�
・
�
同
ふ
れ

あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐
８
６

３
０
へ
�
ズ
ボ
ン
な
ど
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
時

場対

定

費

申

問

時
場

師

対定

費

申

問

時
場

師

定

費

申

問

他

▲古今亭菊朗

▲大塚康生
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春
休
み 

親
子
手
作
り
お
や
つ
教
室

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
４
時
�
阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
�
お
菓
子
教
室
主
宰
・

１７
高
田
い
つ
み
�
区
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
�
一
二
組

二
四
名
（
抽
選
）
�
五
〇
〇
円

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
）
へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

�
和
泉
健
康
塾 

杉
並
区
の
環
境
汚
染
の
現
状

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

４
時
�
方
南
区
民
集
会
所
（
方

南
１
―　

―
８
）
�
杉
並
区
大

２７

気
汚
染
測
定
連
絡
会
会
員
・
岩

橋
春
美
�
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
�
四
〇
名
�
無
料
�
・
�
電

話
で
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着

順
）

�
栄
養
・
健
康
講
座 

元
気
で
す
ご
す
た
め
に 

―
食
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
―

　

�
３
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
）
�
講
義

５０

と
調
理
実
演
�
区
内
在
住
の
方

�
二
五
名
�
無
料
�
・
�
電
話

で
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

糖
尿
病
講
習
会

　

�
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

正
午
�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
）
�
医
師

５０

か
ら
の
指
示
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実

行
す
る
コ
ツ
・
献
立
の
立
て
方

時

場
師

対

定
費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

内

対

定

費

申

問

時
場

内

（
昼
食
会
あ
り
）
�
区
内
在
住

で
糖
尿
病
ま
た
は
境
界
域
と
言

わ
れ
た
方
、
肥
満
を
予
防
し
た

い
方
な
ど
�
食
材
料
費
（
二
〇

〇
円
程
度
）
�
二
五
名
�
・
�

電
話
で
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
）

楽
し
く
学
ん
で
健
康
に

　

�
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

正
午
�
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

）
�
健

１９

康
な
色
っ
て
ど
ん
な
色
？
�
カ

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
川

口
珪
子
�
三
〇
名
�
一
〇
〇
円

�
・
�
電
話
で
３
月　

日
ま
で

１５

に
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着

順
）

�
栄
養
・
健
康
講
座 

男
の
ヘ
ル
シ
ー
体
験
塾

　

�
・
�
・
�
▽
３
月　

日
�

１１

＝
体
力
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、
簡
単

運
動
法
（
早
稲
田
大
学
人
間
科

学
学
部
助
手
・
柳
谷
登
志
雄
ほ

か
）
▽　

日
�
＝
酒
の 
肴 
を
自

さ
か
な

１３

分
で
作
る（
調
理
実
習
）／
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜

３０

正
午
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
区
内

２０

在
住
の
男
性
（
二
回
と
も
出
席

で
き
る
方
）
�
二
〇
名
�
・
�

電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
（
先

着
順
）

ア
レ
ル
ギ
ー
と
住
宅
環
境

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時
�
杉
並
保
健
所
地
下
講
堂

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
・
�

２０

�
「
住
ま
い
方
の
豆
知
識
」
＝

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生
課
住
居

班
�「
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？
」

＝
松
戸
市
立
病
院
医
師
・
木
村

対

費
定

申

問

時
場

内師

定

費

申

問
時

内

師

場

対

定

申

問

時
場

内

師

亮
�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

五
〇
名
�
無
料
�
当
日
、
直
接

会
場
へ
�
保
健
予
防
課
�
３
３

９
１
‐
１
０
２
５

�
育
児
講
習
会 

楽
し
く
子
育
て
・
歯
育
て

　

�
・
�
▽
３
月　

日
�
＝
キ

１５

シ
リ
ト
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
も
の

▽　

日
�
＝
歯
磨
き
は
な
ぜ
す

２２
る
の
、
手
形
づ
く
り
で
思
い
出

づ
く
り
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前　

時
〜
正
午
�
高
円
寺
保
健

１０
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　
２４

―　

）
�
日
本
大
学
歯
学
部
助

１５
教
授
・
尾
崎
哲
則
ほ
か
�
区
内

在
住
の
幼
児
の
保
護
者
�
二
五

名
�
・
�
電
話
で
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
）

�
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ 

春
休
み 

子
ど
も
健
康
教
室

　

�
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

午
後
１
時
�
高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

�
▽
自
分
の
朝
食
を
チ
ェ
ツ
ク

し
て
み
よ
う
―
楽
し
い
昼
食
づ

く
り
▽
一
生
つ
き
あ
う
永
久
歯

を
観
察
し
て
み
よ
う
―
一
生
無

傷
で
つ
き
あ
う
た
め
に
�
区
内

在
住
の
新
小
四
・
五
・
六
年
生

�
二
五
名
�
無
料
�
・
�
電
話

で
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着

順
）

�
美
歯
倶
楽
部
セ
ミ
ナ
ー 

こ
れ
で
納
得
！ 

入
れ
歯
の
あ
れ
こ
れ

　

歯
は
健
康
の
源
。
自
分
の
歯

で
も
入
れ
歯
で
も
、
お
い
し
く

食
べ
て
、
い
き
い
き
、
心
も
体

も
健
康
に
！

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

対

定

費

申

問

時

内

場

師

対定

申

問

時

場

内

対

定

費

申

問

時

分
〜
３
時　

分
�
高
井
戸
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　
２０

―
３
）
�
歯
科
医
師
・
五
島
朋

幸
�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

五
〇
名
�
無
料
�
・
�
電
話
で

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ（
先
着
順
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
研
修

　

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
や
暮

ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立

に
関
心
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ
こ
の

講
座
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り
�
阿

佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―　

）
�
Ｎ
Ｐ

４７

１７

Ｏ
法
人
に
参
加
し
た
い
方
、
設

立
し
た
い
方
�
各
講
座
三
〇
名

�
各
講
座
一
〇
〇
〇
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
）
�
・
�
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ

場

師

対

定

費

申

問

時

内

場
対

定

費

申

問

Ｂ
Ａ
セ
ン
タ
ー
�
５
３
４
９
‐

８
４
６
１　

５
３
４
９
‐
８
５

FAX

９
８
へ

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
？
成
年
後
見
制
度

　

実
際
の
後
見
活
動
か
ら
見
た

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
を

お
話
し
し
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２
時　

分
�
阿
佐
谷
地
域
区
民

３０

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
�
弁
護
士
・
額
田
洋
一

１７
�
九
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料

�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
並

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
７
‐
７
２
６
１　

３
FAX

３
１
７
‐
７
２
６
４
�
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り

※
杉
並
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制

度
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
相
談

を
受
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時

場
師

定

費

申

問
他

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

〈さよならイベント〉

内　　容イベント・日時
日ごろ社会教育会館を利用している方々と
地域で活躍している方々の作品展示と発
表。ステンシル、写真展示、江戸芸能、フ
ラダンス、ハンドベル、ケーナ、ハーモニ
カ演奏、模擬店､フリーマーケットなど。�
当日、直接会場へ�同会館�３３３０‐４５３３

場
問

あいあい祭（区共催）
　３月１０日�
　午前１１時３０分～午後６時

いろいろなジャンルで活動している若手の
アーティストたちの発表・交流の場です。
ファッションショー、ライブペイント、ダ
ンスなどのパフォ－マンスや、写真・イラ
ストなどの展示を行います。詳細は、「広報
すぎなみ」でお知らせします。

高円寺《こころの》
（区民企画講座「高円寺若者
雑学塾」主催）
　３月１７日�

アート活動で生計を立てようと志している
アーティストが、自分の作品を展示するこ
とで地域の方と交流するアートのフリーマ
ーケットを開催します。詳細は、「広報すぎ
なみ」でお知らせします。　　

ハート・トゥ・アート
（区後援）
　３月３０日�・３１日�

〈 ＮＰＯスタッフ研修〉

講　師内　容時　間月　日
明治大学講師
小関　隆志

「ＮＰＯ法人とは」
概要、設立について

午後１時３０分
～４時３０分３月１６日�

ＮＰＯ法人
人材派遣機構

中西　宏

「ＮＰＯ法人の申請」
書類の作成方法

午前１０時
～午後４時　　２３日�

公認会計士・
税理士

内藤　純

「ＮＰＯ法人の会計事務」
税務

午前９時３０分
～午後４時３０分４月７日�

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
　道路は、私たちの大切な生活空間です。次のこと
に注意し、快適で安全な道路にしていきましょう
�自転車やバイクを路上に放置しない
�道路に商品台を出したり販売したりしない
�看板やのぼり旗などを道路に置かない
�電柱や道路工作物（道路標識など）にはり紙をし
ない
�各警察署交通規制係（杉並�３３１４‐０１１０／高井戸
�３３３２‐０１１０／荻窪�３３９７‐０１１０）または区維持課
問

�杉並消防署�３３９３‐０１１９・荻窪消防署�３３９５‐０１１９問

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動春の火災予防運動

だれかよりだれかより
私がやります私がやります

火の用心火の用心

　

高
円
寺
社
会
教
育
会
館

（
高
円
寺
南
４
―　

―
１
）

５０

は
、
こ
の
３
月
末
を
も
っ
て

閉
館
し
ま
す
。閉
館
を
前
に
、

地
域
の
方
々
や
会
館
利
用
者

と
の
交
流
が
持
て
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

　

�
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

問

　

主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
も
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　

�
▽
活
動
＝
�
区
政
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席
�
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

�
随
時
通
信
の
提
出
�
施
設

見
学
会
へ
の
参
加
▽
資
格
＝

区
内
在
住
で　

年
４
月
１
日

１４

現
在　

歳
以
上
の
方
（
日
本

２０

語
の
読
み
書
き
が
で
き
る
外

国
人
の
方
を
含
む
。た
だ
し
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員
・
議

員
お
よ
び
区
政
モ
ニ
タ
ー
経

験
者
を
除
く
）
▽
任
期
＝
委

内

嘱
の
日
か
ら　

年
３
月
ま
で

１５

▽
謝
礼
＝
年
額
一
万
三
〇
〇

〇
円
（
予
定
）
を
限
度
に
、

実
績
に
応
じ
て
支
払
い
ま
す

�
五
〇
名
（
選
考
）
�
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
生
年
月

日
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号（
携
帯
電
話
の
み
は
不
可
）

を
明
記
し
、「
杉
並
区
政
に
思

う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
作
文

（
書
式
・
字
数
は
自
由
）
を

書
い
て
、
３
月　

日
（
消
印

１１

有
効
）
ま
で
に
区
政
相
談
課

へ
�
区
政
相
談
課

定

申

問

区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

平
成　

年
度

１４

３月１日�～７日�

ビデオ　　　　　　　　　　　　

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「わたしたちの介護保険」
貸出中

　区で制作し、ジェイコム東京２チ
ャンネルで放映した「わたしたちの
介護保険」のビデオを貸し出してい
ます。

�介護保険課問

３月は道路交通環境整備強化月間です �
高
円
寺
社
会
教
育
会
館 

　
　

さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
「
荻
窪
の
音
楽
祭
」 

出
演
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
始
ま

っ
た
「
荻
窪
の
音
楽
祭
」
も
こ

の
春
で
第
五
回
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
音
楽
祭
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　

�
�
プ
ロ
・
ア
マ
、
個
人
・

グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
音
楽
祭
に

出
演
で
き
る
演
奏
者
�
会
場
な

ど
で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け

る
方
�
音
楽
祭
の
維
持
会
員
／

い
ず
れ
も
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

▽
音
楽
祭
期
間
＝
５
月　

日
�

１５

〜　

日
�
�
・
�
ク
ラ
シ
ッ
ク

１９
音
楽
を
楽
し
む
街
・
荻
窪
の
会

事
務
局
�
３
３
９
１
‐
５
１
１

４
へ

「
高
円
寺
《
こ
こ
ろ
の
》」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

高
円
寺
若
者
雑
学
塾
で
は
、

３
月　

日
�
に
、「
い
ろ
い
ろ
な

１７

ジ
ャ
ン
ル
で
活
動
し
て
い
る
若

手
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
発

表
の
場
」、「
地
域
と
の
交
流
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

ト
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な

ど
の
展
示
を
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
高
円
寺
《
こ
こ
ろ
の
》」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

内

申

問

　

�
高
円
寺
社
会
教
育
会
館

（
高
円
寺
南
４
―　

―
１
）
�

５０

�
当
日
の
運
営
（
音
響
、
照
明
、

場
内
整
備
な
ど
）
�
前
日
お
よ

び
事
前
準
備
（
内
装
、
外
装
な

ど
）
�
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
、
手
伝
っ
て

い
た
だ
け
る
内
容
、
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
を
書
い
て
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
電
話
で
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー　

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
�

FAX
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
�
同

セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助

け
が
で
き
る
方
（
協
力
会
員
）

が
地
域
の
中
で
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
欲
し
い
方
（
利
用

会
員
）
の
援
助
を
す
る
会
員
制

の
組
織
で
す
。
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
す
る
の
は
、
基
本
的
に

協
力
会
員
の
お
宅
で
す
。
謝
礼

は
一
時
間
八
〇
〇
円
（
平
日
）

で
す
。

◇
説
明
会
の
開
催

　

�
・
�
３
月　

日
�
永
福
和

１６

泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉

３
―
８
―　

）
／
４
月　

日
�

１８

１９

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）
時

４７

１７

間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正

１０

午
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉

並
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
７
１

７
７

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

上
井
草
園
職
員

◇
非
常
勤
介
護
職
員

　

�
▽
勤
務
＝
�
早
番
・
遅
番

勤
務
�
夜
勤
専
門
勤
務
▽
賃
金

＝
�
時
給
一
〇
〇
〇
円
�
一
夜

勤
二
万
円
▽
業
務
内
容
＝
入
所

場

内

申

問

時

場

申

問

内

高
齢
者
の
身
体
介
護
業
務
▽
勤

務
日
＝
�
週
四
〇
時
間
未
満
�

週
一
回
位
（
午
後
４
時　

分
〜

３０

翌
午
前
９
時　

分
、
仮
眠
二
時

３０

間
あ
り
）
▽
資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上

◇
常
勤
・
非
常
勤
看
護
職
員

　

�
▽
賃
金
＝
�
常
勤
＝
当
法

人
規
定
に
よ
る
�
非
常
勤
＝
時

給
一
五
〇
〇
円
▽
業
務
内
容
＝

高
齢
者
の
健
康
管
理
な
ど
▽
資

格
＝
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の

方
　

�
い
ず
れ
も
履
歴
書
を
郵
送

で
上
井
草
園
（
〒　

‐
０
０
２

１６７

３
上
井
草
３
―　

―　

）
へ
�

３３

１０

同
園
�
３
３
９
４
‐
１
０
９
４

生
涯
学
習
活
動
の
指
導
者 

傷
害
保
険
加
入
者

　

�
▽
保
険
期
間
＝
４
月
１
日

〜　

年
４
月
１
日
�
区
内
に
活

１５
動
の
拠
点
を
置
い
て
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り

な
ど
生
涯
学
習
活
動
を
し
て
い

る
団
体
の
責
任
者
、
ま
た
は
指

導
者
で
無
報
酬
の
方
�
３
月　
１５

日
ま
で
に
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ

課
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
�

同
課
�
保
険
料
は
、
区
が
全
額

負
担

杉
の
樹
大
学
学
生

　
　

年
度
の
杉
の
樹
大
学
は
、

１４
内
容
を
大
幅
に
変
更
し
ま
す
。

従
来
の
一
般
教
養
講
義
な
ど
の

ほ
か
、
学
生
が
企
画
・
実
施
す

る
授
業
や
社
会
貢
献
活
動
、
高

齢
者
団
体
と
の
意
見
交
換
な

ど
、
地
域
活
動
に 
活 
か
せ
る
カ

い

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
習
や
地
域
活
動
に
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
仲
間

と
と
も
に
楽
し
く
学
び
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
授
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内申

問

内

対
申

問

他

　

�
５
月
〜　

年
２
月
（
月
二

１５

〜
四
回
）
火
・
水
曜
日
の
午
後

を
中
心
に
実
施
�
経
済
・
社
会
・

文
学
等
の
講
義
、
施
設
見
学
、

ス
ポ
ー
ツ
実
技
、
体
育
祭
、
社

会
貢
献
活
動
な
ど
�
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
か
�
四
〇

名
（
男
女
各
二
〇
名
）
�
区
内

在
住
の　

歳
以
上
の
方
（
既
に

６０

受
講
し
た
方
も
応
募
可
）
�
無

料
（
た
だ
し
教
材
費
な
ど
は
各

自
負
担
）
�
入
学
願
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
返
信
用
ハ
ガ

キ
を
添
え
て
３
月　

日（
必
着
）

３１

ま
で
に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
杉
の
樹
大
学
」
係
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
５
）
へ
�
�
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
入
学
願
書
は
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
敬
老
会
館

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
�
選
考

方
法
は
書
類
選
考
（
入
学
の
希

望
動
機
な
ど
が
審
査
の
対
象
と

な
り
ま
す
）
�
同
セ
ン
タ
ー
�

３
３
３
１
‐
９
２
１
１

◇
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

�
３
月
７
日
�
・
８
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
�
高
齢
者
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
�
同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

杉
い
き
連
大
学
受
講
者

（
追
加
分
）

　

杉
い
き
連
大
学
は
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
（
旧
老
人
ク
ラ
ブ
）

会
員
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

発
足
し
、
教
養
を
高
め
る
た
め

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。
授
業

は
、
毎
年
４
月
か
ら
始
ま
り
学

科
別
に
原
則
と
し
て
、
月
二
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
追
加
募
集
の

た
め
、
各
学
科
共
に
募
集
人
数

は
若
干
名
で
す
。
ま
た
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
会
員
」
で
な
い
方

は
、
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
た

時

内
場

定対
費

申
他問

時

場問

だ
き
ま
す
。

　

�
▽
学
科
名
＝
�
国
文
学
�

水
墨
画
�
書
道
（
午
前
・
午
後

の
部
）
�
俳
句
�
�
〜
�
＝
高

齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
５
）
�
高
円

寺
北
敬
老
会
館
（
高
円
寺
北
３

―　

―
８
）
�
年
間
一
万
円（
前

２０
期
・
後
期
分
納
）
�
・
�
大
島

�
３
３
３
８
‐
４
６
３
０
ま
た

は
所
�
３
３
３
８
‐
１
５
３
７

へ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

仲
間
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば

し
ま
せ
ん
か
。

　

�
女
子
小
学
生
�
・
�
左
表

の
と
お
り
�
・
�
各
団
へ

内

場

費

申

問

対

内

場

申

問

�
社
会
福
祉
協
議
会 

非
常
勤
職
員

　

�
▽
職
種
＝
�
非
常
勤
看
護

師
�
非
常
勤
介
護
職
員
▽
業
務

内
容
＝
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
通
所
す
る
高
齢
者

の
健
康
管
理
・
身
体
介
護
業
務

▽
勤
務
時
間
＝
月
曜
〜
土
曜
日

（
週
二
〜
三
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
の
一
日
六
時
間
を
限

度
▽
賃
金
＝
�
時
給
一
五
〇
〇

円
�
時
給
九
五
〇
円
（
介
護
福

祉
士
・
社
会
福
祉
士
の
有
資
格

者
＝
一
二
〇
〇
円
）
▽
応
募
条

件
＝
高
齢
者
福
祉
に
熱
意
の
あ

る
方
で
�
は
看
護
師
ま
た
は
準

看
護
師
の
有
資
格
者
�
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
二
・
三
級
の
有
資

格
者
▽
勤
務
地
＝
高
円
寺
北
・

清
水
・
下
井
草
・
荻
窪
・
上
荻
・

宮
前
ふ
れ
あ
い
の
家
▽
応
募
人

員
＝
若
干
名
（
選
考
）
▽
採
用

＝
４
月
１
日
（
予
定
）
�
履
歴

書
を
郵
送
で
、
３
月　

日
（
必

１５

着
）
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
）
へ
�
同
協
議
会

１６

�
５
３
０
６
‐
１
０
１
０

�杉
並
区
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を
策
定
し

ま
し
た

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

先
進
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
を
盛
り
込
ん
だ
、
京
都
議

定
書
が
採
択
さ
れ
て
今
年
で
五

年
が
経
過
し
ま
す
。

　

日
本
は
、
こ
の
総
排
出
量
を

平
成　

年
〜　

年
ま
で
の
間

２０

２４

に
、
平
成
２
年
の
レ
ベ
ル
か
ら

６
％
削
減
す
る
と
の
目
標
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内

申

問

　

国
が
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
国
民
や
国
内

事
業
所
が
こ
れ
に
向
き
合
い
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
主
体

と
し
て
そ
の
責
務
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

区
で
は
、
区
役
所
で
発
生
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

た
め
、　

年　

月
に
取
得
し
た

１３

１０

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に

「
杉
並
区
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
を
策
定
し
、
全
職
員

が
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
行
動
内
容
は
、
右

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
計
画

を
実
施
す
る
こ
と
で
、　

年
度

１７

ま
で
に　

年
度
レ
ベ
ル
か
ら

１１

７
・
６
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

同
計
画
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
認
証
取
得
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
は
、
環
境
課
計

画
係
へ
。

【
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
】

　

大
気
中
に
お
い
て
濃
度
が
高

く
な
る
と
気
温
が
上
昇
す
る
原

因
と
な
る
ガ
ス
の
こ
と
。
二
酸

化
炭
素
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、

石
油
な
ど
を
燃
や
す
と
発
生

し
、
今
日
の
経
済
活
動
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
】

　

企
業
や
行
政
機
関
な
ど
の
組

織
が
、
世
界
共
通
の
基
準
の
も

と
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
継
続
的

改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
に
制
定
さ
れ
た

国
際
規
格
で
す
。

【
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
は
】

　

環
境
調
和
型
の
行
動
を
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

仕
組
み
で
、
計
画
↓
実
施
↓
検

証
↓
見
直
し
↓
計
画
の
サ
イ
ク

ル
か
ら
な
り
ま
す
。

〈ガールスカウト団員〉

連　絡　先集会場所募集団

�３３３３‐４５３０坂口　光江双百合幼稚園（南 荻 窪１‐４‐１２）東京都　５７団

�３３１１‐０１０５山口　良子大 宮 八 幡 宮（大　　宮２‐３‐１）東京都　６２団

�３３０２‐８６９８松木　コトエ和田中央児童館（和　　田１‐３８‐１８）東京都　９２団

�３３９２‐６７４９梶原　美恵子桃 井 児 童 館（桃　　井２‐１０‐９）東京都１３９団

�３３１１‐３６１１浜崎　美津子阿佐谷南児童館（阿佐谷南１‐１４‐８）東京都１５１団

〈杉並区環境マネジメントシステム〉

平成17年度までの環境目標行動内容

１０％削減（対、平成１１年度の使用量）電気使用量の削減

５％削減（対、平成１１年度の使用量）ガス使用量の削減

１０％削減（対、平成１１年度の使用量）水道使用量の削減

２０％削減（対、平成１１年度の使用量）用紙使用量の削減

１０％削減（対、平成１１年度の使用量）ガソリン使用量の削減

低公害車の割合を６５％とする庁有車（ごみ収集車以外）
における排出ガスの抑制

ＬＰＧ車および天然ガス車の割合を１００％とするごみ収集車における排出
ガスの抑制

フロンの管理を徹底するとともに、フロンの総量
を削減するプログラムを作成する特定フロンなどの削減

環境に配慮した物品を購入する。適用率を１００％
とするグリーン購入の推進

区役所からの廃棄物を、１１年度排出量に対し、２０％
削減する。リサイクル率を２７％とする庁内廃棄物排出量の削減
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年
度
の
国
民
健
康
保

１４険
料
に
つ
い
て

　

杉
並
区
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
答
申
が
、
次
の
内
容

で
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
介
護
分
保
険
料
（
介
護
納
付

金
賦
課
額
保
険
料
）

▼
均
等
割
保
険
料
額
＝
該
当
者

一
人
に
つ
き
年
七
八
〇
〇
円

（　

年
度
は
八
一
〇
〇
円
）

１３

　

こ
の
答
申
に
そ
っ
て
、
杉
並

区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

案
を
区
議
会
に
提
出
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
保
険
料
率
な
ど
に

つ
い
て
は
、　

年
度
と
変
更
あ

１３

り
ま
せ
ん
。

◇
医
療
分
保
険
料
（
基
礎
賦
課

額
保
険
料
＝
す
べ
て
の
国
保
被

保
険
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保

険
料
）

▼
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇

分
の
一
九
四

　

保
険
料
額
は
、
世
帯
の
被
保

険
者
全
員
の
住
民
税
合
計
額
に

こ
の
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と

な
り
ま
す
。

▼
均
等
割
保
険
料
額
＝
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
年
二
万
七
三
〇

〇
円

▼
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た

り
年
五
三
万
円

◇
介
護
分
保
険
料
（
介
護
納
付

金
賦
課
額
保
険
料
＝　

歳
か
ら

４０

　

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に
加
算

６４さ
れ
る
保
険
料
）

▼
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇

分
の
一
九

　

保
険
料
額
は
、
世
帯
の
該
当

者
全
員
の
住
民
税
合
計
額
に
、

こ
の
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と

な
り
ま
す
。

▼
均
等
割
保
険
料
額
＝
該
当
者

一
人
に
つ
き
年
七
八
〇
〇
円　

▼
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た

り
年
七
万
円

　

�
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦

課
係

申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

所
得
税
の
確
定
申
告
、
住
民

税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
、
住
民
税
の
申
告
は
３
月

　

日
�
ま
で
で
す
。
ま
た
、
個

１５人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
４

月
１
日
�
ま
で
で
す
。

　

申
告
期
間
の
終
了
が
近
づ
く

と
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
早
め
に
申
告
・
納
税
し
ま

し
ょ
う
。

　

所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
に

つ
い
て
は
、
区
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

手
数
料
な
ど
の
変
更

　

杉
並
区
事
務
手
数
料
条
例
の

改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

閲
覧
手
数
料
を
一
人
に
つ
き
一

五
〇
円
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
お
よ
び
閲
覧
方

法
も
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　

�
区
民
課
証
明
係

杉
並
保
健
所
で
実
施
し
て

い
る
診
断
書
発
行
の
た
め

の
健
康
診
断
の
終
了

　

保
健
所
で
毎
週
水
曜
日
の
午

前
中
に
電
話
予
約
で
実
施
し
て

い
る
、
診
断
書
が
必
要
な
方
の

た
め
の
健
康
診
断
は
、
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今
後

は
、
民
間
医
療
機
関
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
診
の
最
終
日
は
３

問問

月　

日
（
３
月
第
二
週
）
で
す
。

１３

　

�
保
健
予
防
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
２
５

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
成
人
健
康
診

査
の
終
了

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、　

歳
か

３０

ら　

歳
の
方
を
対
象
に
、
誕
生

５９
月
に
実
施
し
て
い
る
成
人
健
康

診
査
は
、
今
年
の
３
月
末
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
受
診
票
と
一
緒
に

送
付
さ
れ
た
、
成
人
健
康
診
査

実
施
医
療
機
関
一
覧
表
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
１
５
お
よ
び
各
保
健
セ

ン
タ
ー
（
電
話
番
号
は
、
わ
た

し
の
便
利
帳
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

�
　

現
在
、
区
内
一
四
カ
所
に
住

民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
住
民
税
証
明
書
を
交
付
す

る
自
動
交
付
機
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
に
必
要
な
カ
ー
ド
の

交
付
は
、
住
民
記
録
係
、
区
民

事
務
所
・
分
室
、
荻
窪
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
自
動
交
付
機
設

置
場
所
の
臨
時
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
な
お
臨
時
窓
口

は
、
３
月　

日
で
閉
鎖
し
ま
す

２９

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

�
区
民
課
住
民
記
録
係

問問
便
利
な
証
明
書
自
動
交

付
機
の
ご
利
用
を

問

�
　

法
律
改
正
に
よ
り
４
月

分
の
保
険
料
か
ら
は
、
国

（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

区
か
ら
お
送
り
し
た
納

付
書
（　

年
４
月
〜　

年

１３

１４

３
月
分
）
は
５
月
１
日
以

降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
の
収
納
金

と
な
る
た
め
、
区
役
所
や

各
区
民
事
務
所
で
の
支
払

い
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
免
除
基

準
が
改
正
さ
れ
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

�
　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど

の
第
二
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
妻
（
夫
）
は

６０国
民
年
金
の
第
三
号
被
保

�
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
先
が
国
に
変
わ
り

ま
す

�
第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
方
法
が
変
わ
り
ま

す

険
者
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
第
三
号
被
保
険

者
関
係
の
届
出
は
被
保
険

者
本
人
が
市
区
町
村
の
窓

口
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
４
月
以
降
は

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業

所
の
事
業
主
を
経
由
し
て

届
け
出
る
方
法
に
変
わ
り

ま
す
。

�
半
額
免
除
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す

　

納
付
が
困
難
な
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料

の
全
額
を
免
除
す
る
制
度

に
加
え
、
保
険
料
の
半
額

を
免
除
す
る
制
度
が
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

▼
判
定
の
目
安（
所
得
額
）

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
夫
婦
子
二

人（
専
業
主
婦
・
子
の
一
人

は　

歳
以
上　

歳
未
満
）

１６

２３

　

全
額
免
除

　
　
　
　
　

一
六
四
万
円

　

半
額
免
除

　
　
　
　
　

二
八
五
万
円

　

な
お
、
半
額
免
除
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
半
額
分

の
保
険
料
の
納
付
が
な
い

と
全
額
未
納
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
免
除

（
全
額
ま
た
は
半
額
）
さ

れ
た
期
間
は
、
一
〇
年
以

内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
追
納
が

な
い
場
合
は
、
そ
の
期
間

の
老
齢
基
礎
年
金
額
の
算

定
は
全
額
納
め
た
場
合
の

�
全
額
免
除
は
三
分
の
一

�
半
額
免
除
は
三
分
の
二

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

�
　

こ
れ
ま
で
学
生
納
付
特

例
制
度
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
た
定
時
制
課
程

な
ど
の
学
生
（
高
等
学
校

の
定
時
制
・
通
信
制
課
程

の
生
徒
、
大
学
・
短
期
大

学
の
夜
間
の
学
部
の
学
生

ま
た
は
大
学
・
短
期
大
学

の
通
信
課
程
の
学
生
な

ど
）
に
つ
い
て
も
、　

年
１４

度
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
免
除
制
度
・
学

生
納
付
特
例
制
度
と
も
、

申
請
日
の
前
月
か
ら
対
象

に
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら

希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
〜

５
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

�
　

第
三
号
被
保
険
者
期
間

が
あ
る
方
の
請
求
手
続
き

は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
民
年

金
課
で
請
求
手
続
き
が
で

き
る
の
は
第
一
号
被
保
険

者
期
間
の
み
の
方
に
な
り

ま
す
。

�
夜
間
部
な
ど
の
学

生
も
納
付
特
例
の
対

象
に

�
老
齢
基
礎
年
金
の

請
求
手
続
き
窓
口
が

一
部
変
更
に
な
り
ま

す

４月から
国民年金保険料の
納付先などが変更

杉
並
中
継
所
の
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

杉
並
中
継
所
は
、　

年
４

１２

月
に
都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ

ま
し
た
。
区
が
施
設
管
理
者

と
し
て
安
全
操
業
を
確
認
す

る
た
め
実
施
し
た　

年
７
月

１２

の
環
境
点
検
調
査
で
、
周
辺

環
境
に
特
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
は
、
今
後
も
引
き
続
き

環
境
に
配
慮
し
た
安
全
な
操

業
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
定

期
的
・
継
続
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

年
度
は
四
回
の
モ
ニ
タ

１３
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す

が
、
今
回
は　

年　

月
に
実

１３

１１

施
し
た
第
三
回
調
査
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
　

調
査
は
、　

年　

月
７
日

１３

１１

と
８
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

７
日
は
、
杉
並
中
継
所
と
約

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
周

辺
四
地
点
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

【
調
査
の
概
要
】

類
、
さ
ら
に
、
杉
並
中
継
所

の
排
水
系
で
一
〇
化
学
物
質

を
調
査
し
ま
し
た
。
８
日
に

は
、
杉
並
中
継
所
と
周
辺
四

地
点
で
、
排
出
ガ
ス
や
大
気

中
の
二
三
化
学
物
質
を
調
査

し
ま
し
た
。

�◇
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　

杉
並
中
継
所
排
気
塔
・
換

気
塔
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
は
、
前
回
（
第
二
回
、
８

月
実
施
）
よ
り
も
低
い
濃
度

で
、
今
回
の
周
辺
環
境
と
比

べ
て
も
低
濃
度
で
し
た
。

　

周
辺
四
地
点
で
は
、
す
べ

て
環
境
基
準
以
下
の
濃
度
で

し
た
。

◇
排
出
ガ
ス
中
の
化
学
物
質

　

杉
並
中
継
所
排
気
塔
か
ら

の
化
学
物
質
は
、
前
回
は
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
物
質
が
低

濃
度
で
し
た
が
、
今
回
も
、

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
な
ど
い
く

つ
か
の
物
質
を
除
き
、
前
回

と
同
程
度
の
低
い
濃
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
換
気
塔
か
ら

の
化
学
物
質
も
、
や
や
高
い

濃
度
だ
っ
た
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

【
調
査
の
結
果
】

エ
チ
レ
ン
を
除
き
、
全
体
と

し
て
と
く
に
濃
度
の
高
い
物

質
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
環
境
確
保

条
例
に
よ
る
排
出
口
の
規
制

基
準
が
あ
る
一
一
物
質
は
、す

べ
て
基
準
値
以
下
で
し
た
。

◇
杉
並
中
継
所
周
辺
地
点
の

化
学
物
質

　

周
辺
四
地
点
も
、
今
回
の

調
査
で
は
全
体
的
に
低
い
濃

度
で
し
た
が
、
ア
セ
ト
ニ
ト

リ
ル
や
硫
化
水
素
が
や
や
高

い
濃
度
の
地
点
が
あ
り
ま
し

た
。

　

環
境
基
準
の
あ
る
四
物
質

は
、
全
地
点
と
も
環
境
基
準

以
下
の
濃
度
で
し
た
。

◇
排
水
中
の
化
学
物
質

　

杉
並
中
継
所
か
ら
下
水
へ

の
放
流
水
中
の
物
質
は
、
す

べ
て
下
水
排
除
基
準
や
悪
臭

防
止
法
の
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
し
た
。

　

�
公
害
対
策
係
�
調
査
結

果
の
詳
細
は
区
役
所
二
階
の

区
政
資
料
室
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
区
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問

他

FAXによる
問い合わせは
本紙掲載の記事につい
てファクシミリでの問
い合わせは、下記へ送
信してください。広報
課または担当の課から
回答します。
FAX．3312‐9911
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年３月１日（金曜日）

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�都民体育大会予選会
◇ソフトテニス（兼春季選手権大会）
　�４月７日�（予備日４月１４日）午前９時～�松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐
２２）�種目＝一般男子・女子（年齢制限無）、成年男子・女子（３５歳以上）、壮年
男子・女子（４５歳以上）、グランドシルバー男子・女子※ミックス可（男子６５歳以
上・女子５５歳以上）�区内在住・在勤・在学および連盟加盟の登録メンバー�１
組２０００円（当日）�ハガキ（３面記入例参照）に種目も書いて、３月２７日（必着）
までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ�同連
盟・小島�３３１２‐０３８５
◇硬式庭球
　�４月６日�（予備日４月１３日）午前９時～�松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐
２２）�種目＝女子ダブルス・男子ダブルス�区内在住・在勤・在学で区民体育祭
ベスト８またはこれと同等の実力のある方�１組２０００円（当日）�ハガキ（３面
記入例参照・２名連記）に所属クラブも書いて、３月１５日までに区硬式庭球連盟・
松尾秀治（〒１６８‐００６５浜田山４‐１０‐２７‐３０７）へ�同連盟・松尾�０９０‐２２４１
‐５０８５（午後７時～９時）
◇空手道（兼第１０回杉並区春季空手道選手権大会）
　�４月１４日�午前９時～�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）�種目＝個人組手
（男子・女子）�区内在住・在勤・在学または区空手道連盟登録者�１０００円（小
中学生８００円）�３月２２日（必着）までに申込書（区立体育施設に用意）と参加
費を現金書留で区空手道連盟・山口昌寿（〒１６０‐００２２新宿区新宿２‐１４‐７）へ
�同連盟・高瀬�０４２‐７７９‐２５３５

�グラウンドゴルフ すぽーつねっと 教室番号「１６４１」
　�４月１６日～５月２８日の毎週火曜日、午前１１時～午後１時（計６回、予備日１
回）�上井草スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初
級者�３０名（抽選）�１４００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書
いて、３月１２日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐
３４‐１）へ�同スポーツセンター�３３９０‐５７０７
�太極拳講習会
　太極拳の基本動作と陳式太極拳の基礎を学びます。（区後援）
　�４月４日～４月２５日の毎週木曜日午前１１時～午後１時（計４回）�大宮前体
育館（宮前２‐１１‐１１）�区内在住・在勤・在学の方�５０名（先着順）�無料

時 場
内

対 費
申

問

時 場
内 対

費 申

問

時 場 内
対 費
申

問

時
場 対
定 費 申

問

時 場
対 定 費

�・�往復ハガキ（３面記入例参照）に経験年数の有無も書いて、３月２０日（必
着）までに区太極拳連盟・赤津千鐘（〒１６７‐００５２南荻窪１‐１９‐８�３３３４‐９８４９
夜６時～９時）へ【備考】当日は体育館履きをお持ちください。
�柔道教室
　�４月２日～９月２４日の毎週火曜日午後７時～９時（第５週は除く・区後援）�
荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・在勤・在学で小学生以上の健康
な方�毎回６０名�月１０００円（保険料別）�当日、直接会場へ�区柔道会・帯津
�３３９１‐６７０５
�弓道講習会
　�４月～９月の毎週水・金曜日午後６時～９時の計５０回（区後援）�上井草ス
ポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で中学生以上の方
�２０名（抽選）�５０回１万円（他に教本代１２２０円）�往復ハガキ（３面記入例
参照）に経験の有無も書いて、３月２２日（必着）までに区弓道連盟・喜多一雄
（〒１６６‐００１３堀ノ内３‐３５‐８）へ�同連盟・曽根�５３１０‐６１９１
�

�区民健康づくり公開講座（�水中運動健康法�流水健康法）
　�３月２９日�、３０日��午前１０時３０分～正午�午前９時３０分～１１時と午前１１時
３０分～午後１時の２回開催（２９・３０の両日とも��開催・区後援）�スポーツハ
イツスイミングスクール （堀ノ内２‐６‐２１）�公認アクアフィットネスイン
ストラクター�区内在住・在勤の４０歳～８０歳までの方��各日３０人�各回１５人�
�とも先着順�無料�・�電話または直接持参でスポーツハイツ（〒１６６‐００１３
堀ノ内２‐６‐２１�３３１６‐９９８１＝午前１０時～午後９時３０分ただし日・祝は午後７
時３０分）へ�後日、受講票を送付します。当日は、受講票・水着・水泳帽・バス
タオルをお持ちください
�フィットネスセミナー 中高年のためのフィットネス～らくらく体力アップ～
　簡単なマシントレーニングを取り入れて、体力アップをテーマに運動します。
　�３月２７日�午前９時～１１時�上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
�区内在住・在勤の４０歳以上の方�２０名（抽選）�無料（入場料として４００円必
要）�往復ハガキ（３面記入例参照）で、３月１０日（必着）までに上井草スポー
ツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ�同センター�３３９０‐５７０７�セ
ミナー開催中は一般利用できません
�杉並区民ヤマベ釣り大会
　�３月１０日�午前１時出発（小雨決行・区後援）集合場所＝ＪＲ荻窪駅北口、
青梅街道天沼陸橋�静岡県稲生沢川（伊豆下田方面）�区内在住・在勤・在学の
方�５０名�大人７０００円・中学生以下３０００円（保険料・バス代・入漁料・えさ代含
む）�・�電話またはハガキ（３面記入例参照）で、３月５日（必着）までに区
釣魚連合会・橋本（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル１０１�３３１４
‐５３４５午前９時～午後５時）へ��雨具、昼食は各自持参�中学生以下は、高校
生以上の同伴が必要です�大型貸し切りバス使用

申 問

時 場

定 費 申 問

時 場
対

定 費 申

問

その他

時
場

師
対 定
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他

時 場
対 定 費
申

問 他

時
場 対

定 費
申 問

他
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競技大会

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り

　

個
別
の
通
知
は
し
ま
せ

ん
。
予
防
接
種
冊
子
の
中
の

ポ
リ
オ
予
診
票
を
切
り
離
し

て
、
母
子
手
帳
を
持
っ
て
、

お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

転
入
さ
れ
た
方
、
７
歳
６

カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方

は
、
各
会
場
に
予
診
票
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

�
保
健
予
防
課
３
３
９
１

‐
１
０
２
５
�
発
熱
、
下
痢
、

急
性
疾
患
な
ど
当
日
の
予
診

結
果
に
よ
っ
て
は
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

時

場

問

他

〈春のポリオ予防接種〉
会　　場日　程

上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）、杉並第二小学校（成
田西３‐４‐１）、沓掛小学校（清水３‐１‐９）４月１２日�

荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）、高井戸第二小学校（久我
山４‐４９‐１）、方南区民集会所（方南１‐２７‐８）　　１５日�

高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐３）、松ノ木小学校（松
ノ木１‐２‐２６）、杉並第一小学校（阿佐谷北１‐５‐２７）　　１７日�

荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）、高井戸第二小学校（久我
山４‐４９‐１）、井荻小学校（善福寺１‐１０‐１９）　　１８日�

和泉保健センター（和泉４‐５０‐６）、杉並第十小学校（和田３
‐５５‐４９）、浜田山小学校（浜田山４‐２３‐１）　　１９日�

上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）、高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）、和泉小学校（和泉２‐１７‐２１）　　２２日�

荻窪小学校（南荻窪２‐１‐１）、八成小学校（井草２‐２５‐
４）、高円寺会館（高円寺北２‐１‐２）　　２４日�

高円寺保健センター（高円寺南３‐２４‐１５）、高井戸保健センタ
ー（高井戸東３‐２０‐３）、桃井第三小学校（西荻北２‐１０‐７）　　２６日�

※�受付は午後１時１５分～２時３０分（厳守）�会場が小学校の場合、スリッ
パを持参してください。�保健センターの会場は、とても混雑しますので、
接種までに時間がかかる場合があります。
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〈小学生のための学習教室〉
授業料日時学年会場シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

１学期 ２３４００円
２学期 ２６７００円
３学期 １６８００円

火曜・金曜日
午後４時３０分～６時

５・６
年生

荻窪分室
（荻窪２‐２９‐３）
�３２２０‐９８０４

４年生
清水分室

（清水３‐２２‐４）
�３３９４‐２２５３

１学期 １６８００円
２学期 １７９００円
３学期 １２４００円

土曜日・午前９時３０分
～１１時３０分５年生

土曜日・午後１時３０分
～３時３０分６年生

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、３月１日午前８時
からハガキの締め切り日の午後１１時までです。

スポーツ教室　○す …『すぽーつ・ねっと』�５３０５‐６２１３で申し込みできます

〈５月予備日〉
保健センター日　程

荻窪１０日�・２３日�

上井草１０日�

高円寺１５日�・１７日�

高井戸１５日�・２２日�

和泉１７日�

� �
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年３月１日（金曜日）

電話のそばにはって、いざという時に、
お役立てください。
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区へ最近までに寄せられた、代表的なご質問についてお答えします。

　ごみを減らすことを目的とするこの税の趣旨からすると、
もともとごみになるものを買わない、もらわない、ことが一
番大事です。レジ袋を受け取るときだからこそ、生活スタイ
ルを見直す機会ともなり、排出抑制が可能となると考えま
す。

なぜレジ袋を「もらう時」に課税す
るのか？

レレジジ袋袋はは、、ごごみみにに占占めめるる量量ここそそ小小ささいいでですすがが、、環環境境にに
負負荷荷をを与与ええるる生生活活ススタタイイルルをを見見直直すすたためめのの格格好好のの素素材材でで
すす。。杉杉並並区区はは、、日日常常のの買買いい物物のの際際にに税税をを支支払払ううかかどどううかか
をを選選択択すするるここととがが、、人人々々のの環環境境意意識識をを一一層層高高めめるるとととともも
ににごごみみ減減量量のの第第一一歩歩ととななるるとと考考ええてていいまますす。。
次次のの世世代代にによよりりよよいい環環境境をを残残すすたためめ、、ででききるるととこころろかからら
始始めめるる必必要要ががあありりまますす。。

すぎなみ環境目的税は、なぜ、
レジ袋だけに課税するのか？
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――問い合わせは、課税課へ。

緊緊急急医医療療のの案案内内
休日などの急病診療など

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

�

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
�339８－５６６６歯 科 �

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－５５３９調 剤 薬 局 �

�3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

�

�

すぎなみ環境目的税については、容器包装リサイクル法と　すぎなみ環境目的税については、容器包装リサイクル法と
の関係で事業者に二重課税ではないかとのご質問をよく受の関係で事業者に二重課税ではないかとのご質問をよく受
けます。容器包装リサイクル法は、ごみとして発生した容器けます。容器包装リサイクル法は、ごみとして発生した容器
を分別収集した場合の再商品化義務経費をそのを分別収集した場合の再商品化義務経費をその利用事業者利用事業者
に負担してもらおうというものです。一方、すぎなみ環境目に負担してもらおうというものです。一方、すぎなみ環境目
的税は、そもそも的税は、そもそも消費者消費者のレジ袋の使用抑制（ごみとなるものレジ袋の使用抑制（ごみとなるも
のをできるだけ出さないこと）をねらいとするものであり、のをできるだけ出さないこと）をねらいとするものであり、
容器包装リサイクル法との二重課税になるものではありま容器包装リサイクル法との二重課税になるものではありま
せん。また、杉並区内でのレジ袋の消費量が少なくなれば、事せん。また、杉並区内でのレジ袋の消費量が少なくなれば、事
業者が負担する再商品化義務経費も、その限りにおいて少な業者が負担する再商品化義務経費も、その限りにおいて少な
くなります。くなります。

すぎなみ環境目的税は、区民や事
業者にとって、二重の負担？
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杉並ガイドブックづくりにあなたも参加しませんか

午前１１時、午後２時
コラムニストの泉麻人さん、元NHK
アナウンサーの松田輝夫さんと杉並
の人・人々・自然についてお話しし
ませんか（�緑陰広場）。場

善福寺川緑地周辺を自由に歩
いてください。「発見」があ
ったら、受付でお渡しする「発
見マップ」に書き込み、最後
に提出してください。杉並ガ
イドブックづくりに使わせて
いただきます。�当日直接受
付場所へ�広報課

申

問

受付場所は３カ所
天王橋、尾崎橋、宮下橋付近

午前１０時～午後３時まで受付

３月１７日（日）
雨天でも開催します

どこからはじめて、どこで
終わってもOKです。

編集委員と語ろう

　杉並区内のお店でレジ袋を受け取る人が区外の住民で
あっても納税者となることは、すぎなみ環境目的税が課
税の対象を一定地域に限定する地方税である以上、予定
されることです。
　これは、産業廃棄物税（三重県）や、遊魚税（山梨県
河口湖町、勝山村、足和田村）の法定外目的税などと同
様に考えるものです。

すすぎぎななみみ環環境境目目的的税税はは、、区区外外かからら
ののおお客客様様へへもも課課税税すするるがが、、税税金金とと
ししててのの公公平平性性・・整整合合性性はは？？

�

「ぶらり発見」


